
 

 

 

 

 

PTA組織改革 未来への選択   
9月10日（水）の臨時PTA総会において、PTAの組織・会則の改訂が承認されました。昨年度に改革の

必要性を訴える声が上がり、今年春のPTA総会で 1学期中に改革案を提示すると宣言しました。7月に第

一次案、第二次案を作成し、それについてPTA会員の意見を ICTで集約し、8月26日（火）PTA理事会に

て議決。9月3日（水）PTA評議員会を開催し、地域の区長さん方にも集まっていただきご意見をいただきま

した。そして、新たに第三次案を作成し、PTA臨時総会で協議しました。この改革案とPTA会則の変更は、次

の 10年を見据えて進めてきた改革です。  

家庭数が減少する中で、これまでの形をそのまま続けるのではなく、「保護者にとって選択肢をつくる」ことを

大切にしました。多くの方が関わりやすく、それでいて本校の文化や地域の伝統を継承しつつ新しい形へと進

化させる挑戦でした。PTA執行部で何度も話し合い、練り上げ、多数派だけでなく少数派の意見も考慮しなが

ら、度重なる会議を通じて、この形にたどり着きました。 まずは、今年12月の役員決めで新システムが動き始

めます。来年度実施してみて見えてくることを踏まえ、皆さんで対話しながらさらにより良い方法を決めていけ

たらと考えています。 

本校は、斐太北型イエナプラン教育を模索しながら、ユネスコスクールとして ESD（持続可能な開発のため

の教育）の取り組みを通じ、子どもたちが主体的に学び、地域や世界に目を向けています。子どもたちは自ら考

え、選び、責任をもって行動する主体的な学びを日々実践しています。今回のPTA改革もまた、その理念と響

き合うものです。  

今回の改革は、誰もが「当事者」として学校教育に参画できる一歩となりました。このESD便りを読んで、

「自分もできることがある」「これなら参加してみたい」と思っていただければ、子どもたちの学びと笑顔をさら

に支える力になります。保護者の皆さんだけでなく、地域の方にもそう思っていただけるような斐太北小学校で

あり続けたいと思っています。 

9月10日（水）のPTA臨時総会で提示した第三次案資料を紹介します。 

Education for Sustainable Development（持続可能な社会の創り手を育む教育）  
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できることから、あなたのかかわりを！ 

選び、つながり、未来をつくる PTA 

10年後の学校を思い描きながら 


